
有機農業事例 ファーム広瀬

２０２３年１２月

（農）ファーム広瀬 （作成） 庭本 久則



（農）ファーム広瀬 法人概要

 名 称： 農事組合法人 ファーム広瀬 代表理事：庭本 久則

 住 所： 福井県 越前市 広瀬町129-6-1

 設立年月： 2012年（平成24年） ４月

 組合員数： ８９名 【2023年3月時点】

 出 資 金 ： ９,１６７千円 （組合員の出資：15,000円/10a）

 認証関係： ・認定農業者 ・エコファーマー ・特別栽培１ ・有機JAS

 受託面積： ９７７,９６９㎡ 、圃場数：４５８ （平均：2,135㎡／圃場） 【2023年8月時点】

内訳１） ①組 合 員： 601,311㎡ ②全 面 請 負： 376,658㎡

内訳２） ①有機JAS認証： 747,828㎡ ②特別栽培認証１： 230,141㎡

 作付面積： １２４.３ha （２毛作：２６.５haを含む） 【2023年8月時点】

内訳 ①水稲： 61.2ha ②麦： 29.9ha ③大豆： 5.8ha ④そば： 27.0ha ⑤野菜： 0.4ha

 常時従事者（年間150日以上）： ８人 【2023年8月時点】

・常時従事者： 組合員： ３人 社員： ５人

・地域協力者： １０名程度（繁忙時期に従事）



平成２１年～２３年 集落営農組合として集落農事の集団化を開始

地区認定農業者の畠中氏指導で特別栽培を行っていた人が多かった

平成２４年4月01日 法人設立 『農事組合法人 ファーム広瀬』

一集落一農場 “地域農業の将来を見据えて取り組む”

平成２５年 水稲すべてを特別栽培①、特別栽培③とする

平成２７年 転作作物の特別栽培を開始

平成２８年 すべての農産物の全量独自販売を始める

平成２９年 新工場完成（米の低温乾燥開始）、ＪＡＳ認証取得（1ha）

平成３０年 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｱｳﾄ＋ﾏｰｹｯﾄｲﾝ ⇒ 全面マーケットインとする

令和元年 全圃場 有機肥料・無農薬とする、JAS認証圃場：20ｈａ

“ 安全・安心でおいしい農産物 ” をキャッチフレーズに

ホームページ開設（ネット販売開始）、ふるさと納税返礼品開始

営農支援システム（Minoriｼｽﾃﾑ）運用開始

令和０２年 有機JAS品（ｵｰｶﾞﾆｯｸ）の受注急増

令和０５年 有機JAS品の受注が更に増える、 JAS認証圃場：75ｈａ

法人経過



受託面積（栽培方式別）推移

 有機JAS ＝ 無化学肥料、無農薬で栽培 ２年以上経過、 “認証機関の認証を得た圃場”

 特別栽培① ＝ 無化学肥料、無農薬で栽培 ＝ “県・市への取組申請と環境検査”

 特別栽培③ ＝ 無化学肥料、農薬使用１／２で栽培 ＝ “県・市への取組申請と環境検査”

 慣行栽培 ＝ 化学肥料、農薬使用
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２０２３年作付地図（作付品種別、ほ場No）



有機農産物（有機ＪＡＳ）に転換した

法人理念と財務的効果の予測



有機農産物への法人理念

“安全・安心でおいしい農産物の生産”

未来を担う子供たちのために

１、 安心で安全な農産物の提供、

２、 環境を守る農法で自然との共存

1+2 ＝ 有機肥料使用、農薬不使用

 有機農業は 作業が増える、特に暑い時期の作業がきつい

１） 有機肥料 化学肥料の３～５倍量の散布が必要 （肥料効果が遅い）

２） 雑草との闘い 田植後２回の除草が必要 （除草機対応する適期を見極める）

３） 水管理等の維持管理に注力が必要 （土が水らか出ると草が生える）

４） 中干しはしない、落水は刈取１５日前 （オタマジャクシがカエルに変わるまで）

 顧客から 「おいしい！他と全然違う」、リピートの受注増加

 ほ場にカエル・トンボ・ヤゴなどの生き物が増える、コウノトリも数羽飛来

これらの事が 有機農業を維持する原動力となっている

従事者、組合員との
合意形成が重要



有機化に伴う財務効果の予測

法人の維持 ＝ 組織・財務健全化

１、 儲かる経営体を維持できること

２、 【売上（15万円/10a目標)＞コスト】

 当法人の経営ほ場は 20ａ／１ほ場、土地改良は６４年前のため 高コストとなってしまう

１） 現状は 作業時間が多く（2017年で27.5hr/10a） 総コスト約１４万円／10ａ

売り単価が 14,000円/俵であれば10俵/10ａ以上、 30,000円/俵であれば5俵/10a

30,000円×５俵/10aの方が法人維持の可能性が高いと判断

２） 有機農業は 作業が増え、生産コストは慣行栽培比約１５％アップする

３） 高い品質を維持し、高付加価値農産物の生産、販売を目指す

 プロダクトアウト ⇒ マーケットインの生産体系となった

 全量独自販売を継続し、有機生産の管理体制を整える

これらの事が 有機農業を維持する ＝ 財務健全化となって来た

“地域農業の将来を見据えて”

従事者、組合員との
合意形成が重要



2017年産コスト ＆ 進むべき方向 （2017年法人内で議論した、有機化転換のコスト試算資料）

 人口減、米離れ、輸入品増 ＝ 米は 将来的には “１万円/俵を割る事を想定すべき”

 高品位の農産物へのシフト ＝ 顧客の信頼性向上 ＝ “安全・安心でおいしい農産物”

 法人の維持 ＝ 組織・財務健全化 【売上＞コスト】 ＝ “地域農地の将来を見据えた取組”
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１，“安全・安心でおいしい農産物の生産” ＝（良い物でないと売れない）

 すべての圃場で 化学肥料を使用しない ＆ 土作りの大切さ

 すべての圃場で 農薬を使用しない

 特別栽培認証①、有機JAS認証取得による 顧客信頼性向上

 低温乾燥による 品質向上、安定化 ＆ 食味向上

２，“地域農業の将来を見据えて” ＝（法人の維持）

 法人の維持 ＝ 組織・財務健全化 【売上（15万円/10a目標)＞コスト】

 独自販売化 ＆ マーケットインの生産物、顧客からの信頼性向上

 有機栽培の営農・栽培方法・技術の確立

 特別栽培認証①、有機JAS認証の維持

 次世代の有機農業担い手の育成と確保

“ファーム広瀬 将来の方向性” （平成２９年決定、目指す方針）

従事者、組合員との
合意形成が重要



有機ＪＡＳ 認証取得に向けて

 有機開始後２年経過で認証対象ほ場となる、ほ場の認定となる

 規定類、ほ場、設備、機器、使用資材等 認証が必要

 現場調査と記録で管理されているか？を審査（年次検査）

 審査は 汚染防止、混入防止の維持が出来ているかが主となる

 維持 ＝ 規程に沿った作業の実施で記録が正確なこと



みどりの食料システム戦略 （農水省のHP記載の資料から抜粋）



令和４年 日本の有機ＪＡＳ認証面積 （農水省のHP記載の資料から抜粋）



有機ＪＡＳ認証取得ステップ１

規程、ほ場、施設、資材の認証



有機ＪＡＳの認証書類



認証に必要な書類１（２つの規程）

生産行程（計画、資材、栽培管理、肥培管理、
収穫、出荷管理等）を定める。（全５ページ）

有機ＪＡＳ品に合致している（検査、合致判定）
かの格付けを定める。（全３ページ）



認証に必要な書類２（ほ場、施設、機械等）



認証に必要な書類３（土壌改良材、肥料、育苗材等 資材認証）

 （一社）有機ＪＡＳ資材評価協議会の適合済の
資材は リストに登録のみで使用可能

 それ以外は
適合証明書（製造工程、原材料の証明書）を
認証機関で審査後、認証合格で使用可能

 適合資材の有効期間は３年（更新必要）



認証に必要な書類４（認証取得前２年間の管理記録）



有機ＪＡＳ認証取得ステップ２

有機ＪＡＳ規程を
維持している作業等の管理記録類



有機ＪＡＳの管理記録１

日々の作業日報が一番信用される
５W１Hの項目記録を 楽に記載し、どの様に利用するか

現状はデータベースへの入力、必要項目の抽出・出力



有機ＪＡＳの管理記録２（育苗記録） 【有機ＪＡＳの生産管理記録として認証を得た】



有機ＪＡＳの管理記録３（作業記録、施肥記録） 【有機ＪＡＳの生産管理記録として認証を得た】

Ｒ５（2023）年産① 圃場別　作業記録 R4年収穫（刈取）以後 ☆作業記録ページ

 （兼）　有機ＪＡＳ【農Ｓ－１生産管理記録】 小麦 P苗 ①：前日使用後水洗い ○数：当日の連続した作業順 （後：終了後）

連反圃場 後：当日使用後水洗い 圧：圧Ａｉｒ洗浄

 ﾒﾝﾄ有

ｴ ｱ 圃場番号
緩衝地

有無

緩衝地
方向＆幅寸 町名　地番 作付面積 地権者氏名

R5年産作付
実績品種①

麦溝巾
育苗ﾊ
ｳｽ

苗種
播量

播種日
田植日

水管理 収穫①

filter filter filter filter filter filter filter filter filter filter filter filter filter filter filter 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 機名 掃 月日 掃 月日 機名 掃 緩衝

OK OK-1 2018 13 無 岡本町1-9-1 2,563 松村　謙一 JAS 大麦 5.5m 7ｋ 10/19 5/28 10/16 TO3 ③ 10/19 TO1 ① 4/30 6/14 8/1 9/15 5/28 CO1 ①

OK OK-2 2018 14 有 南側、0.8ｍ 岡本町1-11-1 1,506 畠中　崇宏 JAS 大麦 5.5m 7ｋ 10/19 6/1 10/15 10/18 TO3 ① 10/19 TO1 ④ 4/30 6/10 7/28 9/11 6/1 CO5 ① 南作付無

OK OK-3 2021 121 有 東側、0.5ｍ 岡本町1-12-2 2,326 三好　時江 JAS 大麦 5.5m 7ｋ 10/19 6/1 10/15 10/16 TO3 ④ 10/19 TO1 ③ 4/30 6/14 8/1 9/15 6/1 CO5 ② 排水溝

OK OK-4 2021 122 有 西側、0.5ｍ 岡本町1-14-1 2,384 三好　時江 JAS 大麦 5.5m 7ｋ 10/19 5/31 10/15 10/16 TO3 後 10/19 TO1 ② 4/30 6/11 7/29 9/12 5/31 CO5 後 排水溝

OK OK-5 2017 5 無 岡本町3-1-5,6 2,498 林　祥代 JASあきさかり 10 M20 5/3 畠中 8/29 2/28 TO2 ① 4/20 TO2 後 4/22 TO2 後 4/28 TO7 ① 5/3 SH1 ③ 5/20 JS3 ① 6/15 JS2 ① 5/1 6/14 8/1 9/15 8/4 手 8/29 CO1 ①

OK OK-6 2017 6 無 岡本町3-2-1 1,569 奥山　洋子 JASあきさかり 10 M20 5/3 畠中 8/29 11/30 12/2 TO1 ① 4/24 TO1 ① 4/25 TO1 ④ 4/28 TO7 後 5/3 SH1 ④ 5/20 JS3 ② 6/15 JS2 ② 5/1 6/14 8/1 9/15 8/29 CO1 ②

OK OK-33 2022 281 有 西側、0.5m岡本町3-6-1 2,641 三好　時江 JAS 大麦 10m 7ｋ 10/4 5/28 12/1 9/29 TO3 ② 10/4 TO1 ② 4/30 6/10 7/28 9/11 5/28 CO1 ② 排水溝

OK OK-7 2018 15 無 岡本町3-7-1 1,132 奥山　洋子 JASあきさかり 10 M20 5/3 畠中 8/29 11/22 11/29 TO1 1/2 4/5 TO8 ② 4/24 TO1 ② 4/28 TO7 ④ 5/3 SH1 ② 5/20 JS3 後 6/15 JS2 後 4/30 6/10 7/28 9/11 8/4 手 8/29 CO0 ①

OK OK-8 2018 16 無 岡本町4-1-4 1,131 奥山　洋子 JASあきさかり 4 M22 6/15 畠中 9/26 12/6 TO1 ⑤ 4/5 TO8 ① 4/24 TO1 後 4/25 TO1 後 6/13 TO2 ① 6/15 SH1 ① 5/18 JS3 ① 4/30 6/10 7/28 9/11 9/26 CO3 ⑤

OK OK-8-2 2021 123 有 西側、0.7ｍ岡本町5-13-1 2,352 田中　徹雄 JAS 大麦 5.5m 7ｋ 10/14 5/28 10/13 TO3 ⑩ 10/14 TO1 ⑧ 5/1 6/14 8/1 9/15 5/28 CO1 ⑥ 排水溝

OK OK-9 2021 124 有 西側、0.2ｍ岡本町5-18 2,278 松村　謙一 JAS 大麦 5.5m 7ｋ 10/14 6/1 10/13 TO3 ⑪ 10/14 TO1 ⑦ 5/1 6/11 7/29 9/12 6/1 CO5 ③ 排水溝

OK OK-9-1 2021 125 有 東西､0.8ｍ岡本町6-27 1,723 田中　秀一郎 JASコシヒカリ 9 M20 5/9 畠中 8/28 11/22 11/29 TO1 ① 4/5 TO8 ③ 5/4 TO3 ④ 5/5 TO2 ④ 5/9 SH1 後 5/30 JA1 ① 7/5 JS3 ② 5/1 6/14 8/1 9/15 8/28 CO1 ③

OK OK-10 2021 126 無 岡本町6-28,29,30 2,846 松村謙､片山信､福岡英 JAS 大麦 5m 8k 10/25 6/1 10/13 TO3 後 10/25 TO3 ⑥ 5/1 6/10 7/28 9/11 6/1 CO5 ④

OK OK-11 2019 65 無 岡本町7-4-1 1,364 林　啓次 JASコシヒカリ 9 M20 5/10 畠中 8/29 11/30 12/2 TO1 ② 4/5 TO8 ④ 5/3 TO3 後 5/8 TO2 ① 5/10 SH1 ③ 5/30 JA1 ② 5/1 6/10 7/28 9/11 8/29 CO0 ②

OK OK-34 2022 282 無 岡本町7-10-2 2,304 三好　時江 JAS 大麦 10m 8k 10/26 5/28 10/6 TO3 ① 10/26 TO3 ③ 4/30 6/10 7/28 9/11 5/28 CO1 ⑦

OK OK-12 岡本町7-11-4 715 林　啓次 8/1 9/15

OK OK-13 2017 7 無 岡本町8-11 1,732 林　祥代 JASそば 6ｋ 7/27 6/7 7/22 12/2 TO1 ③ 7/25 TO4 ① 7/27 TO4 ① 7/27 TO2 ① 5/1 6/11 7/29 9/12

OK OK-14 2018 17 無 岡本町8-12-1 2,816 林　祥代 JAS 大麦 10m 8k 10/25 5/28 10/6 TO3 ② 10/25 TO3 ⑦ 5/1 6/10 7/28 9/11 5/28 CO1 ③

OK OK-15 2017 4 無 岡本町9-12-1 1,468 向井　健 JASにこまる 7 P36 5/9 畠中 9/29 11/28 12/2 TO1 ④ 4/5 TO8 ⑨ 4/25 TO1 ① 5/4 TO3 ① 5/4 TO2 ④ 5/9 SH3 ① 5/25 JS1 ① 6/22 JS4 ① 5/1 6/10 7/28 9/11 9/29 CO3 ④

OK OK-16 2017 2 無 岡本町9-14-1 1,269 松村　謙一 JASにこまる 7 P36 5/9 畠中 9/29 11/28 12/2 TO1 ⑥ 4/25 TO1 ② 5/4 TO3 ② 5/4 TO2 ⑤ 5/9 SH3 ② 5/27 JS2 ① 6/22 JS4 ② 5/1 6/10 7/28 9/11 9/29 CO3 ⑤

モア

2023年追加申請

春耕起２
麦・そば
播種前溝 代掻き 田植・播種

清掃
記入

春耕起１
3月より

JAS圃場
年　　Ｎｏ

ＪＡＳ関連記載欄 Ｒ５年産　作付①　作業　【R4年産収穫以後～R5年産刈取】　（記録：月/日、機器名、清掃方法・当日の作業順）

秋溝有耕起

秋耕起１

Ｒ５年産作付①　　品種

除草３耕起（粗代掻）秋耕起２

R4年

畦施工 畦畔草刈
（刈払機・ｳｲﾝｸﾞﾓｱ）

再手堀・排水
排水溝切
（中干後）

刈取、緩衝帯除草１
土掛（大豆）

除草２
土掛（大豆）

R5年 11月20日時点 　（大麦播種日はR4年の月/日【水色】）
緩衝帯：圃場方向と距離（ｍ）、

収穫しない

Ｒ５（2023）年産① 圃場別　施肥記録 R4年収穫（刈取）以後 ☆施肥記録ページ

 （兼）　有機ＪＡＳ【農Ｓ－１生産管理記録】 変更（対細目） Ｔ：トラクター Ｄ：動力散布機 田植え時 前日水洗い後の初回

連反圃場 Ｋ：管理機 S：田植機側条 作業前の圧Ａｉｒ洗浄

 ﾒﾝﾄ有 Ｒ５年　作付①の施肥　　【R4年産収穫以後～R5年産刈取】　　　　　記録：（月/日、**Kg/10a、機器名）

ｴ ｱ 圃場番号
緩衝地

有無

緩衝地
方向＆幅寸

町名　地番 作付面積 地権者氏名
R5年産作付
実績品種①

大麦
Gno

苗種
播種日
田植日

収穫①

filter filter filter filter filter filter filter filter filter filter
filte

r
filte

r
filter filter 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機 月日 量 機

OK OK-1 2018 13 無 岡本町1-9-1 2,563 松村　謙一 JAS 大麦 7ｋ 10/19 5/28 10/15 300 T 3/15 60 K 10/15 60 T 10/15 20 T 2/27 20 D

OK OK-2 2018 14 有 南側、0.8ｍ 岡本町1-11-1 1,506 畠中　崇宏 JAS 大麦 7ｋ 10/19 6/1 10/16 300 T 3/15 60 K 10/16 20 T 10/16 40 T 12/9 20 D 2/27 20 D

OK OK-3 2021 121 有 東側、0.5ｍ 岡本町1-12-2 2,326 三好　時江 JAS 大麦 7ｋ 10/19 6/1 10/16 300 T 3/15 60 K 10/16 20 T 10/16 40 T 12/9 20 D 2/27 20 D

OK OK-4 2021 122 有 西側、0.5ｍ 岡本町1-14-1 2,384 三好　時江 JAS 大麦 7ｋ 10/19 5/31 10/16 300 T 3/15 60 K 10/16 20 T 10/16 40 T 12/9 20 D 2/27 20 D

OK OK-5 2017 5 無 岡本町3-1-5,6 2,498 林　祥代 JASあきさかり M20 5/3 8/29 4/28 60 T 4/28 40 T 4/28 20 T 5/3 40 S 7/11 20 D

OK OK-6 2017 6 無 岡本町3-2-1 1,569 奥山　洋子 JASあきさかり M20 5/3 8/29 4/28 60 T 4/28 40 T 4/28 20 T 5/3 40 S 7/11 20 D 7/18 30 K

OK OK-33 2022 281 有 西側、0.5m 岡本町3-6-1 2,641 三好　時江 JAS 大麦 7ｋ 10/4 5/28 9/30 300 T 3/15 60 K 9/30 20 T 9/30 20 T 2/27 20 D

OK OK-7 2018 15 無 岡本町3-7-1 1,132 奥山　洋子 JASあきさかり M20 5/3 8/29 4/28 60 T 4/28 40 T 4/28 20 T 5/3 40 S 7/11 20 D 7/18 30 K

OK OK-8 2018 16 無 岡本町4-1-4 1,131 奥山　洋子 JASあきさかり M22 6/15 9/26 4/28 60 T 4/28 40 T 4/28 20 T 5/3 40 S

OK OK-8-2 2021 123 有 西側、0.7ｍ岡本町5-13-1 2,352 田中　徹雄 JAS 大麦 7ｋ 10/14 5/28 10/13 300 T 3/16 60 K 10/13 60 T 10/13 20 T 11/12 10 手 2/27 20 D

OK OK-9 2021 124 有 西側、0.2ｍ岡本町5-18 2,278 松村　謙一 JAS 大麦 7ｋ 10/14 6/1 10/13 300 T 3/16 60 K 10/13 60 T 10/13 20 T 2/27 20 D

OK OK-9-1 2021 125 有 東西､0.8ｍ 岡本町6-27 1,723 田中　秀一郎 JASコシヒカリ M20 5/9 8/28 5/3 40 T 5/3 20 T 5/3 40 T 5/9 40 S 7/3 30 D

OK OK-10 2021 126 無 岡本町6-28,29,30 2,846 松村謙､片山信､福岡英 JAS 大麦 8k 10/25 6/1 10/13 300 T 3/16 60 K 10/13 60 T 10/13 20 T 2/27 20 D

OK OK-11 2019 65 無 岡本町7-4-1 1,364 林　啓次 JASコシヒカリ M20 5/10 8/29 5/3 40 T 5/3 20 T 5/3 40 T 5/10 40 S 7/3 30 D

OK OK-34 2022 282 無 岡本町7-10-2 2,304 三好　時江 JAS 大麦 8k 10/26 5/28 10/6 300 T 3/15 60 K 10/6 60 T 10/6 20 T 2/27 20 D

OK OK-12 岡本町7-11-4 715 林　啓次 0 0 1/0 1/0

OK OK-13 2017 7 無 岡本町8-11 1,732 林　祥代 JASそば 6ｋ 7/27 1/0

OK OK-14 2018 17 無 岡本町8-12-1 2,816 林　祥代 JAS 大麦 8k 10/25 5/28 10/6 300 T 3/15 60 K 10/6 60 T 10/6 20 T 2/27 20 D

OK OK-15 2017 4 無 岡本町9-12-1 1,468 向井　健 JASにこまる P36 5/9 9/29 5/4 40 T 5/4 20 T 5/4 40 T 5/9 40 D 8/9 30 D 7/4 40 D

OK OK-16 2017 2 無 岡本町9-14-1 1,269 松村　謙一 JASにこまる P36 5/9 9/29 5/4 40 T 5/4 20 T 5/4 40 T 5/9 40 D 8/9 30 D 7/4 40 D

ＪＡＳ関連記載欄 R5年 11月20日時点 　（大麦播種日はR3年の月/日【水色】）

JAS圃場
年　　Ｎｏ

2023年追加申請 Ｒ５年産作付①　　品種

清掃
方法

 ﾟｭｱ有機ﾍﾟﾚｯﾄ
4-7-3

古代天然
苦土

ｵｰｶﾞﾆｯｸ
7-4-2

ｱﾐﾉﾊﾞｰﾄﾞ
ﾊﾞｲｵﾉ有
機 7-4-2

夢ぼかし
6-5-3

セルカ
有機P5-6-3、

アミノダッシュ5-6-3
ﾐﾈﾗﾙPK

ミネラル
67

秋津洲

機器
表示

ﾊｰﾓﾆｰ
ｼｪﾙS

発酵鶏ふん
3-3-2

新
ヤクセキ

ﾌﾟﾗｲﾑﾏｸﾞ
58

水色：Ｒ４年



有機ＪＡＳの管理記録４（出荷管理記録） 【有機ＪＡＳの生産管理記録として認証を得た】



有機ＪＡＳの管理記録５（トレサビリティー） 【有機ＪＡＳの生産管理記録として認証を得た】

種の入手～出荷までが後追い（トレサビリティーと言う）出来る事

トレサビリティー Ｒ５年【有機ＪＡＳ　コシヒカリ】
2023/11/20 時点

収穫後のトレサビリティー（収穫～Lot番号付～出荷）

収穫日 ｴ ｱ 圃場 JAS 地番 面積 苗種 田植日 圃場収量 反収量 備考 乾燥No 等級 出荷先

月/日 No No （㎡） （俵） （俵/10a） 完了日 月／日 （俵） 検査日 Lot No （俵） 月／日

8/25 D D-38 302 広瀬町106-22 1,157 M 4/28 6.07 5.25 No3

JAS D D-41 303 広瀬町106-25 1,017 M 4/27 5.97 5.87 8/27 8/28 27.0 8/29 '23-8-28 27.0 9/11 Z社

D D-57 305 広瀬町106-34-1 1,591 M 4/28 7.84 4.93  ｴ多い 8/29 9.0 １等 '23-8-29 9.0 9/11 Z社

D D-98 256 広瀬町105-20,21,22 3,199 M 4/29 16.12 5.04  ﾅｷﾞ多い

8/25 Σ 4 4 6,964 36.00 5.17 36.0 36.0 完了

8/26 D D-28 300 広瀬町107-33 1,096 M 4/28 4.47 4.07 ﾈﾑ多

JAS D D-29 301 広瀬町106-15-1 1,041 M 4/28 4.40 4.22 ﾈﾑ多 No4,5 8/29 125.0 9/2 '23-8-29 125.0 9/13 K商店

D D-72 307 広瀬町105-6-1 1,168 M 4/27 5.51 4.72 8/28 8/29 4.0 １等 '23-8-29 4.0 9/11 Z社

D D-73 308 広瀬町105-11-1 1,976 M 4/28 11.49 5.81

D D-75 309 広瀬町105-13-1 1,981 M 4/27 11.42 5.76

D D-77 310 広瀬町105-15､16 2,311 M 4/29 12.51 5.42

D D-89 99 広瀬町129-10～12 3,762 M 4/29 21.49 5.71

D D-96 254 広瀬町105-24 1,467 M 4/28 6.92 4.72  ﾅｷﾞ多い

D D-97 255 広瀬町105-23 1,884 M 4/28 6.97 3.70  ｴ多い

D D-99 257 広瀬町105-19 850 M 4/29 2.11 2.48  ﾅｷﾞ多い

C C-2 333 広瀬町146-2,3 2,683 M 5/2 9.58 3.57  ﾅｷﾞ多い

C C-3 334 広瀬町146-4-1,2 961 M 5/2 3.10 3.23  ﾅｷﾞ多い

C C-5 335 広瀬町146-5-1 1,939 M 5/2 5.78 2.98  ﾅｷﾞ多い

C C-13 181 広瀬町146-10､11 2,715 M 5/2 12.54 4.62

C C-29 288 広瀬町146-15-1 932 M 5/2 4.86 5.22

C C-30 289 広瀬町146-15-2 1,049 M 5/2 5.84 5.56

8/26 Σ 16 16 27,815 129.00 4.64 129.0 129.0 完了

籾摺・調整・袋詰日 出荷、Lot No

決定収量



有機ＪＡＳの認定書、継続確認書



有機ＪＡＳ品生産実務

有機ＪＡＳ品の生産状況



田植機
マット用 ２台
ポット用 １台

コンバイン
7条１台
4条２台
汎用２台

除草機
マット用、ポット用
計 ４台



有機生産実務１ 水管理概要
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有機生産品の収量は バラツキが大きい

①コンバイン籾タンク３／４目盛到達時点の

刈取面積から収量を算出（ﾀﾝｸ3/4で8.6俵）

②乾燥機に入れた籾量で日当たりの仮収量

③籾摺り後に乾燥機単位の数量が確定

① ② ③ でほ場別の収量が判る

圃場別に収量が判る事で要因解析が出来る

圃場別の課題＝対策が可能

有機生産実務２ 収量解析 （圃場別収量算出）

３，収穫関係
１） 雑草状況

昇降路10ｍ位（用水側）は　コナギが少し、後発ヒエが多少あり、その他は雑草がほとんど無い

２） 収穫前写真

３） 収穫量算出
収量算出（Ｂパターン） COのタンク75％で８.６俵
ほ場の大きさ： 98ｍ×23.8ｍ 75%到達

刈取㎡
0周目 335 93.0 2.1 93.0 1.5
１周目 478 20.8 2.1 96.0 2.1 18.8 2.1 92.0 2.1
２周目 440 16.8 2.1 90.0 2.1 14.8 2.1 88.0 2.1
３周目 27 12.8 2.1

1,280

反収量（俵）＝ 8.6俵×（1000㎡÷1280㎡）

６.７２俵／１０ａ

辺３(単辺)　L　W 辺４(長辺)　L　W辺１(単辺)　L　W 辺２(長辺)　L　W



圃場別収量記録 （反収量算出記録） 【仮収量＆確定収量】

有機生産実務３ 収量解析 【仮収量＆確定収量】



有機生産実務４ 収量分布
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Ｒ５年産 10a当たり収量別 面積 （水稲全品種）

「コシヒカリ」面積

「あきさかり」面積

「にこまる」面積

「'ﾐﾙｷｰｸｲﾝ」面積

「イセヒカリ」面積

圃場数

圃場数

反収量 （俵／10a）

作付面積 （㎡）

全平均：５.０１ （俵/10a） 圃 場 数： ２７２

作付面積： ６０８,７６８㎡

収 穫 量： ３,０５２。５俵

10a反収量： ５.０１俵／10a   

に
こ
ま
る
：

５
.６

 ｼ
 ｶ

 ：
５

.１

ｲ
 
 ｶ

 ：
４

.９

あ
き
さ
か
り
：

４
.５

ﾐﾙ
ｷ
ｰ
ｸ
ｲ
ﾝ
：

５
.０

１）猪、鹿の食害

２）水不足

３）雑草が多い

前年作が大豆

雑草が少ない



有機生産実務５ 低温乾燥、スマート農業



代掻き

有機生産のポイント１ （2023年有機生産１年目を指導した法人への解析例）

２回代掻き
①　理想的な代掻きは　表層：細かく、中層：透水性　（図１参照）

②　代掻き１（粗代掻き）は　浅水・浅代で　（図２参照）

③　代掻き２（仕上代掻き）は　深水・浅代で、田植まで深水を維持　（図３参照）

代掻き２の時点で状況を確認した　＝　ほぼＯＫであった

１回目と２回目代掻きの間隔
ヒエ等の雑草が５０％発芽するのは　積算有効温度が１２０℃位と言われている（図４参照）

積算有効温度＝　Σ（平均気温－10℃）

①　１回目：５/１１、２回目：５/２４　この間の積算有効温度は１１９℃で理想的

雑草種の５０％が発芽した状態で２回目代掻きを行ったので　雑草が減った。



除草機

有機生産のポイント２ （2023年有機生産１年目を指導した法人への解析例）

除草機対応の適期性
雑草が５０％発芽するのは　積算有効温度が１２０℃位と言われている（図４参照）

田植から除草機対応の積算有効温度が１５０～２００℃位で実施（ファーム広瀬の場合）

①　田植：５/２８、１回目除草：６/１６　この間の積算有効温度は２１５℃

②　田植：５/２８、１回目除草：７/２　この間の積算有効温度は４３８℃

③　東から２枚目　１回目除草：６/１６、２回目除草：７/２

この間の積算有効温度は２２２℃

積算有効温度からは　除草対応が遅い傾向であったが

雑草種や雑草量目立つた時に除草機対応となった、適期と言えばＯＫ

ただ　１年目は雑草が少ない、前作が麦あとそばの要因も有ると考えられる。

追肥の適期性
大屋ファクトの経験上から作業日程、追肥量を行ってもらった

①　ファーム広瀬から苗の提供を行った、

有機苗 温湯消毒 4月4日

播種 4月18日 80ｇ／苗箱（有機の場合少なめにする）

露地ﾌﾟｰﾙ入 4月21日 露地のため生育が遅い

田植開始 5月28日 播種から４０日

育苗期間は　長い（通常の倍位）

有機育苗は　成長が遅い（通常の倍位）元気で大きい苗を田植した方が良い

追肥の適期性は　大屋ファクトの経験上　適期と思われる

追肥
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福井市 有効気温（平均気温－10℃） 2023年実績気温（℃）

雑草が５０％出芽する条件

・積算有効気温（日℃の合計）が１５０日℃

★5/1田植えであれば、5/19に除草機対応

★5/20田植えであれば、6/3に除草機対応

5/1田植

5/1～積算有効温度150℃

は5/19（除草適期）

5/20田植

5/20～積算有効

温度150℃は6/3

（除草適期）

有機生産のポイント３ （作業の適期見極め、除草機対応）



有機生産実務６ 雑草対策

米（水田）の雑草は ヒエ、コナギ、クログワイ、オモダカが主な雑草

① 元気な長め苗を田植、深水管理（水を切らさない）

② 適期田植、適期の除草機対応で ある程度抑えられる

③ 雑草は年々増える、水田雑草が増えてきたら 転作物を作付ける

大豆は一般雑草、麦はカラスノエンドウ

④ 大豆は適期土かけ、麦は機械が無い（生育が密だと草少ない）

⑤ 転作物の雑草が増えてきたら 米を作付けする

有機には ２年３作の様な作付けが 雑草対策が必要



有機ＪＡＳ品生産

まとめ＆農業法人として将来の有り方



メリット

A) 価格アップが可能
（独自販売化が理想、 有機JAS品は品不
足、大手米問屋からの要求が強い）

B) 2023年産価格例 （コシヒカリ）
有機JAS品： 26,000～70,000円/俵
特別栽培①： 22,000～25,000円/俵

C) 網下米： オーガニック加工用で販売可能

D） 除草剤、農薬の購入・散布作業が無くなる

① 収量が減少、ばらつき大 ＝ 草に負ける

② 有機肥料の成分割合が低い、効きが遅い
＝3～4倍の施肥が必要、早目の施肥

③ 除草対応が必要、畦畔草刈り
＝2～3回の機械除草、5回/年の畦畔草刈

④ 水管理の重要性が高まる
＝無農薬特有の水管理が必要

⑤ 出荷調整時の色彩選別は必須

⑥ 慣行栽培との境界は１ｍ以上の空地を要す
＝空地は作付けしない

⑦ 定期審査（１回/年）、圃場毎の認定
＝年間の管理記録審査、工場・圃場の検査

⑧ 都度審査
＝資材は認定を受けてから使用可

⑨ 管理文書が多い
＝追加圃場：200ﾍﾟｰｼﾞ、管理記録：300ﾍﾟｰｼﾞ

⑩ 独自販売
＝補助金申請書類は 自己作成

デメリット

I. 有機JAS認証を得ている圃場
全国で１.５万ｈａ、有機割合 ０.３５％
（2050年に 25％とする農水省の目標）

II. 有機JAS認証の水田面積、米生産数
全国で３,１５０ha、生産数200,000俵

III. 独自販売は 品質重視 （顧客は米分析、
高品位扱いの米屋は成分分析＆食味）

IV. 有機JAS品（オーガニック品）品不足状態

有機（ＪＡＳ）栽培のメリット・デメリット

有機ＪＡＳ農産物の状況



“農業法人における 将来の有り方” （当法人の目指す方向）

日本の場合 地域密着型が理想と思っている （地域の農地を守っていく農業）

1. 法令・規格等を守る （法令遵守）

2. 職場環境、社員＆従事者の福利厚生を整える

3. 品質重視 （安全・安心でおいしい農産物）

4. 儲かる法人 （売り＞コスト）

5. 組織の維持

法に適合した組織、 担い手の育成と確保、 農業で生計出来る処遇

① 経常利益は 安定的に１０百万／年を目指す （累積収支改善、借入金返済）

② 純利益は ３百万／年程度で良 （借入金返済・効率化投資・出資者､従事者に還元）

③ 売上げを高める （顧客との信頼関係を高める、全圃場を無農薬化を継続）

④ コストを下げる （課題を明確し改善を図る、生産性向上）

⑤ 補助金をフル活用する （将来減少することも想定すべし）

⑥ 中小企業、農業法人の特例を活用する （特別・圧縮償却・準備金制度）


